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　古くは暴れ天竜と呼ばれ、天竜川の水の神であ

る竜神（りゅうじん）にちなんで毎年6月に開催さ

れる浜北地域の大イベント。大空に勇壮な凧が舞い、

飛竜太鼓の演奏やミスコンテスト、特産物の販売

などが行なわれます。また、天竜川中瀬の緑地の

会場では「火まつり」が行なわれ、フィナーレに

は手筒花火の火の粉が舞い、打ち上げ花火が夜空

に咲いて盛り上がります。 

遠州はまきた飛竜（ひりゅう）まつり 地域：浜北区 

時期：６月第１土・日曜日 

問い合わせ先：飛竜まつり本部事務局　1053-585-1116

　天竜地域の北西部を緩やかに流れ、天竜川に注

ぐ清流阿多古川。夏には、釣りやキャンプ、川遊

びで大変な賑わいをみせます。秋には、絶好のハ

イキングコースとなり、色とりどりの紅葉も楽し

めます。川面はやさしいせせらぎの音を奏で、木々

の彩りを映し出します。そして浅瀬は太陽の光が

きらめき、淵の鮮やかな深緑色は、訪れた人々の

感動を呼び起こします。 

83 清流　阿多古（あたご）川 地域：天竜区 

時期：一年をとおして 

問い合わせ先：天竜区・産業振興課　1053-922-0033
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　浜松の街がもっとも熱くなる「浜松まつり」は

毎年5月3日から5日に開催されます。昼間の勇壮

な凧揚げ合戦には160を超える町が、夜の御殿屋

台の引き回しには100を超える町がそれぞれ参加し、

市内は祭り一色に染まります。一年中でもっとも

エキサイティングな浜松に出会えます。 

浜松まつり／激練り、凧揚げの音と御殿屋台の光 地域：中区 南区 

時期：５月３日～５日 

問い合わせ先：浜松市観光コンベンション課　1053-457-2295
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　2億5千万年前の石灰岩地帯に形成された総延長

1,000mを超える鍾乳洞で（一般公開は400m）、落

差30mの地底滝は国内最大級。洞内に響きわたる

滝の音と黄金色に輝く水しぶきは、太古から続く

地球の鼓動を感じさせます。また、洞内の気温は、

年間約18度と平均しているので、夏は涼しく冬は

暖かく、快適な地底を探訪することができます。 

竜ヶ岩洞（りゅうがしどう）の黄金の大滝 
地域：北区 

【休館日】年中無休 

問い合わせ先：竜ヶ岩洞（りゅうがしどう）　1053-543-0108

　200年以上の歴史を誇り、県の指定無形民俗文

化財に指定されている農村歌舞伎。10月の定期公

演では、きらびやかな衣装に包まれた舞台に義太夫、

三味線の音や役者への掛け声、おひねりが入り混

じり、農村歌舞伎ならではの風情をかもしだして

います。 

87 横尾歌舞伎 地域：北区 

時期：10月 

問い合わせ先： 
引佐地域自治センター地域振興課　1053-542-1111
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祇園祭り／細江の夏の風物詩 地域：北区 

時期：７月 

問い合わせ先：細江町商工会　1053-523-0713
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　本格的な春の訪れとともに「遠州天竜舟下り」

が天竜川に賑わいを呼び込みます。舟下りは、雄

大な天竜川の流れに乗り、米沢（みなざわ）から阿

蔵（あくら）までの6㎞を約50分かけてゆったりと

下る爽快な舟の旅です。大河を下る水の音と櫓の

きしむ音、そして木々の緑と水面の輝きが心を洗い、

雑踏から開放された清々しいひとときを過ごすこ

とができます。 

遠州天竜舟下り 地域：天竜区 

時期：３月下旬～11月（河川の状況により運休有） 

問い合わせ先：天竜浜名湖鉄道㈱営業課　1053-926-2111
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　毎年7月第3週の土曜日

と日曜日は、細江地域の

夏を彩る「祇園祭り」が

賑やかに行なわれます。

鳴り響く笛太鼓のお囃子、

妖しげにも美しく輝く提灯のあかりなど、情緒あ

ふれるシーンが、そこかしこに繰り広げられます。 
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　市内各地では、花火シーズンの先頭をきって弁
天島花火大会を皮きりに、舘山寺、鹿島、三ヶ日、
佐久間など、各々の地域を代表する花火大会が盛
大に開催され、夏の風物詩になっています。 
　これらの花火大会では、美しい花火の輝きを満
喫できるだけではなく、いずれの地域においても
独特の響きがあり、天地をゆるがす迫力を全身で
体感できます。 

花火の音と光（弁天島、舘山寺、鹿島、三ヶ日、佐久間）  
地域：西区・北区・天竜区 

時期：７月～８月 

問い合わせ先：舞阪町観光協会　　　1053-592-0757 
　　　　　　　舘山寺温泉観光協会　1053-487-0152 
　　　　　　　天竜観光協会　　　　1053-925-5845 
　　　　　　　三ヶ日町観光協会　　1053-524-1124 
　　　　　　　佐久間観光協会　　　1053-965-1651
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　神楽・田楽系の民俗芸能で、500年以上前から

伝承されている国の指定重要無形民俗文化財。毎

年1月3日に引佐町渋川の宝蔵寺（ほうぞうじ）観音

堂「三日堂（みっかどう）」で行なわれ、豊作を祈

願します。なかでも松明（たいまつ）の炎を鬼が打

ちたたく「鬼の舞」は勇壮です。裸電球のともる

堂内から、笛や太鼓が静かな山里に響きわたります。 

寺野ひよんどり 地域：北区 

時期：１月３日 

問い合わせ先： 
引佐地域自治センター地域振興課　1053-542-1111
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　500年以上も前から伝承されている国の指定重

要無形民俗文化財。毎年1月4日に引佐町川名の福

満寺（ふくまんじ）薬師堂「八日堂（ようかどう）」

で行なわれています。堂入り口での水垢離（みず

ごり）を終えた若者と、赤々と燃え盛る大松明を

かざした松明奉納者とのもみ合いは勇壮です。堂

内では、10種の舞が奉納され、笛や太鼓の音が冷

気漂う集落に響きわたります。 

川名ひよんどり 地域：北区 

時期：１月４日 

問い合わせ先： 
引佐地域自治センター地域振興課　1053-542-1111
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